令和元年１１月１日
経営幹部各位

公益社団法人　京都工業会

技術・教育委員会
＜明日の各社のモノづくりを支える改善マインドの研鑽！＞
モノづくり革新道場のご案内
　　　現在、激化するグローバル競争の中、モノづくり企業においては、明日の各社のモ

ノづくり革新をリードする人材の育成が求められております。

　そこで、この度、本会ではこれらの課題に対応すべく、「モノづくり革新を支える

改善マインド（モノの見方、考え方）の研鑽」をテーマに、「モノづくり革新道場」を今年度は、下記により開催いたします。
　意欲ある幹部及び幹部候補の方々のご参加をお勧めいたします。

記

　　　　期間　令和元年１１月２９日（金）～令和２年３月１８日（水）（計４会合）
　　　　対象　生産、品質、開発設計及び購買資材部門の幹部及び中堅リーダー
　　　　プログラム　添付プログラム（※例会毎に出席者が交代されても結構です）
　　　　会場　京都工業会・会議室（１４：００～１７：００）、訪問先企業の会議室等
　　　　参加費用　工業会会員企業 ４１,７００円（消費税10％を含む）/人
　　　　　　　　　会員外企業　　 ６２,１００円（消費税10％を含む）/人
　　　　（※３月の合宿研修は、別途、特別会費を頂戴いたします）
　　　　申込方法　添付申込書に必要事項を明記し、来る11月25日(月）までに
FAX（075－353－0065）願います。
　　　　　　　　　（公社）京都工業会　業務課長　宮田哲也

　　　　  　　　 〒600ー8009 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78（京都経済センター６Ｆ）

（ＴＥＬ） 075－353－0061 （ＦＡＸ）075－353－0065

（Ｅメール）miyata@kyokogyo.or.jp
＜プログラム＞
	開催日
	テーマ・ゲスト・内容など

	11月29 日（金）


	■オリエンテーション

■基調講演と意見交換

「モノづくりを支えるマインドと商品イノベーション」
亀岡電子㈱常務取締役　東前　博氏
（ご紹介）

1989年、亀岡電子㈱入社。オムロン㈱の協力会社としてＦＡセンサーの製造を担当、基礎ＩＥやＴＰＳ（トヨタ生産方式）を中心に、生産現場の改善を
推進。2003年 取締役工場長に就任、電子機器の製造委託サービス（ＥＭＳ）
事業を推進。2009年 常務取締役に就任 リーマンショックからの事業財政や財務を担当。現在はイノベーション商品（センサー）開発。営業部門を担当している。　　　

	1月23日（木）
	■京都機械工具㈱訪問
　「生産現場における自主改善活動と安全道場による人材育成」
＜・資本金10億③200万円 ・従業員数 205名　・事業 ソケットレンチ、駆動工具、メガネレンチ、両口スパナ等の開発生産＞

	2月
	■住友電気工業㈱伊丹製作所 訪問＜交渉中＞
　「Ｔ・Ｔ・Ｃ（テクニカル・トレーニングセンター）による人材育成」

　＜・資本金 997億3700万円 ・従業員数 ５３７７名　・事業　自動車関連製品、情報通信機器、電子部品等の開発・生産＞

	3月17日（火）
  ～18日（水）
	■合宿研修（会場：京都烟河＜旧亀岡ﾊｲﾂ＞～グループ討議と工場見学で意識改革を図ります～
１７日―講演（調整中）とグループ討議（午後）
１８日―講演（調整中）とグループ討議（午前）
ＨＩＬＬＴＯＰ㈱訪問（午後）
　　　 「デジタルモノづくり（IoT/AI）を活用した人材育成」（仮題）

＜・資本金 3600万円 ・従業員数 140名 ・事業 機械加工事業、表面処理事業、装置開発事業＞


*未確定の日程等は初会合後の確定となります。
――――――――――――――――――――――――――――――――――✄

モノづくり革新道場　参加申込書　〆　１１月２５日
会社名
　ＴＥＬ
　ＦＡＸ

所在地（〒
）

申込担当者（所属・役職）
（氏名）

	ＮＯ
	所属・役職名
	氏名
	Ｅメールアドレス
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（公社）京都工業会ＦＡＸ　０７５－３５３－００６５

（ご記入いただいたデータは、当事業の事務連絡のみに活用させていただきます）

